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朝鮮語の副詞 < 잘 jal> の分布と意味機能
―多義性の観点から―
한국어 부사 <잘 jal>의 분포와 의미기능
NIWA Hiromi
丹羽　裕美
한국어 부사 <잘>은 현대 한국어 어휘들 중에서도 비교적 높은 사용빈도를 보이고
선행연구에 따르면 학습자가 오용（誤用） 하기 쉬운 단어라고도 한다.
본 연구는 <잘jal>의 공기관계와 통사적 특징을 중심으로 하여 그 다의성을 밝히는 것을 
목적으로 한다. 따라서 본고에서는 실제 모어화자가 사용한 언어자료를 바탕으로 <잘>의 공
기어와 다의의 상관성을 기술하고 그 의미영역의 분포와 중심적인 개념을 검토하고자 한다. 







　< 잘 > は現代朝鮮語の使用語彙の中でも、比較的高
い使用頻度をみせる副詞である1と同時に、先行研究
によると < 잘 > と <よく > の対応において学習者の
誤用が集中する傾向がみられる 2。












































4．共起関係からみえる < 잘 >の多義性
　4.1   < 잘 >の意味分析の基準
　4.2   出現頻度の多い共起語からみた意味機能
　　4.2.1　알다（知る、分かる）と共起した < 잘 > 
　　4.2.2　모르다（知らない、分からない）と共起し
　　　　　た < 잘 > 
　　4.2.3　알려지다（知られる）と共起した < 잘 >
　　4.2.4　어울리다（似合う）と共起した < 잘 >
　　4.2.5　드러나다（現れる）と共起した < 잘 >
　　4.2.6　나타나다（現れる）と共起した < 잘 >
　　4.2.7　보다（見る）と共起した < 잘 >
　　4.2.8　쓰다（書く）と共起した < 잘 >
　　4.2.9　먹다（食べる）と共起した < 잘 >
　4.3   共起語の分類と意味機能
　　4.3.1　共起語の分類
　　4.3.2　< 잘 >の意味機能
　4.4   < 잘 >の意味領域の分布と中心的な概念

















までを < 잘 >の範疇とするか以下①②に記す。
①辞書の見出し語を基準とする。ただし見出し語に
なっている 잘하다、 잘되다、 잘나다、 잘나가다、 
잘살다、 잘생기다 を除外し < 잘 > と異なる別の
単語として扱うことにする。








いものの 납득이 がなくなると 「納得する」 の意








⑥ – 어지다、 – 어하다 及び – 되다、 – 드리다、 – 받다、 
– 시키다、 – 대다、 – 당하다 がついた単語は 1つ
の単語として扱う。
　上記の資料を用いて、次の順に考察と分析を行う。
　まず、 < 잘 > の多義性について先行研究を考察し、
その問題点より本研究の立場を示す。（3章）、次に、 
< 잘 > の被修飾語である共起語と多義の相関性を記述
し、その意味領域の分布と中心的な概念を検討する 
（4章）。さらに、修飾範囲を中心に統辞的な側面から
分析し < 잘 > を体系的に明示する（5章）。
3. 先行研究
　多くの先行研究では、副詞全体の類型を示す中に 
< 잘 > が扱われており、< 잘 >そのものに焦点をあてた
研究は多くない。本稿では多義性に関する研究の中で 
< 잘 > を扱っているものに注目し、李在鎬・井佐原均
（2003）、 박소영（2004）、 서정수（2005）、 김태인 （2014）
をあげる。
　李在鎬・井佐原均（2003）は、 < 잘 > の用例を文構
造に基づいてクラスタ分析し、主成分の分析結果と
< 잘 > の意味解釈を対応させ < 잘 > が「①様態、②程
度、③頻度、④態度」の意味を持つとし5、従来の相
互排他性に基づく分類 （< 잘 > は様態副詞であるから
程度や態度の副詞になり得ないとする分類法）では説
明できないと主張した。
　さらに、 < 잘 > が動作述語への修飾要素として頻繁
に共起することを根拠に、様態副詞として定義づけた
としても、 < 잘 > が程度副詞や態度副詞でないことの














　　達成動詞と共起した < 잘 >
　　　　　　　　　　a. 철수가 책을 < 잘> 읽는다.　
　　　　　　　　　　b. 영희가 그림을 < 잘> 그린다.
　　受身動詞と共起した< 잘>
　　　　　　　　　　a. 이 책은 < 잘> 읽힌다.　
　　　　　　　　　　b. 이것은 < 잘> 잘린다.




　　내가 영어를 잘 배웠다.　　
　　　　　　　　　　a. 내가 영어를 마침 잘 배웠다.




ものもあるため、 < 잘 > の意味は曖昧であると指摘し、 
< 잘 > が「制約副詞」の一般動態副詞類語のなかでも、
やや特異な存在として扱っている7。
　김태인（2014）は、文や発話の階層構造を話行（Speech-
Act） ＞ 事実 （Fact） ＞ 命題 （Proposition） ＞ 全体事象 
（Event） ＞ 下位事象 （Subevent） のように設定し、階
層別に見られる事象構造から < 잘 > の多義性を分析
し、 方式副詞 （manner adverb）、 評価副詞 （evaluative 
adverb）、 頻度副詞 （frequency adverb） の三つに分類し
た。
　方式副詞の < 잘 >  は、意味論的階層構造で 「過程」 
と 「結果」 という下位事象をその作用域とする。事象
の展開過程に作用する場合に、 動作事象の語彙と共起
し、 過去時制で現れる事象と共起する場合 「結果」 と
して機能する。 また、 方式副詞の < 잘 > は慣用表現
を多く見出すことができる点を指摘している。評価副
詞は、文章の意味論的階層構造から、事実範疇を作用




疇であるために、評価副詞 < 잘 > は命令文で使われ
ることはできず、純粋な疑問文でも使われることはな




特徴を持つため、頻度副詞の < 잘 > は習慣文を形成









4. 共起関係からみえる < 잘 > の多義性
　< 잘 > の共起語と多義の関連性を記述し、その意味
領域の分布と中心的な概念を検討するため、4.1で意
味分析の基準を立て、4.2では共起する頻度が多い語
を挙げ、その語と結合した < 잘 > の意味機能を個別
に考察する。4.3では共起語と意味機能の相関関係を
述べ、4.4で < 잘 > の意味領域の分布を明示し、その
中心的な概念を検討する。
　4.1　< 잘 > の意味分析の基準
　意味を把握する一般的な資料である辞書での < 잘 > 
の意味記述を見るために、『표준국어대 사전 （標準国





















① 좋고 훌륭하게. 立派に、見事に、上手に、巧みに
② 익숙하고　능란하게. 능력 있게. 솜씨 있게. 익숙하게.
≪를 [ 을 ] 잘 の形で≫うまく、上
手に
③






⑥ 아무 탈 없이 편하고 순조롭게.





⑨ 버릇으로 자주. 흔히. 자주. しばしば、たびたび
⑩ 아주 적절하게. 또는 아주 알맞게.
[ 주로 ' 마침 ~' 의 꼴로 써서] 
적절한 때에. 알맞게. 都合よく、折よく
적절하게. 알맞게.
⑪ 옳고 바르게. 옳고 바르게. 正しく
⑫
아주 멋지게. 또는 아름답고 
예쁘게. 좋고 멋있게
. 美しく、きれいに
⑬ 예사롭거나 쉽게. 쉽사리. 걸핏하면. 툭하면.
⑭ 기능 면에서 아주 만족스럽게.
( 기능 등이) 만족스럽게 잘 
발휘되어.
⑮ 친절하게 성의껏.
[ 주로 ' 잘 하다/ 해 주다' 의 꼴로 
써서] 친절히. 열심히. 성의껏.
⑯
( 흔히 수량을 나타내는 말 뒤에 
쓰여) 충분하고 넉넉하게.







例：병주는 아들 딸을 모두 잘 키웠다. 
　　ピョンジュは息子や娘を立派に育てた。
②他動詞構文で、 치료하다「治療する」 다스리다 「治
める」 그리다 「描く」부르다 「歌う」 쓰다 「書く」 
との共起関係がみられ、 능란하게 「たくみに」と
置き換え可能。
例：감정을 잘 다스려 내 감정을 내 의지대로 




③他動詞構文で 알다 「知る、わかる」 모르다 「知ら
ない、わからない」との共起関係が複数回みられ、 
명확하게 「明確に」と置き換え可能。
例：사람이 자연을 떠나서 살 수 없다는 사실은 
누구나 잘 알고 있는 사실입니다.
　人が自然から離れて生きられない事実は誰で
もよく知っている事実です。
④他動詞構文で、 지키다 「守る」 と共起した用例の
みであった。 정확하게 「正確に」と置き換え可能。
例：비행사의 첫 번째 신조는 시간을 잘 지키는 




⑤他動詞構文で듣다 「聞く」 보다 「見る」 と共起し 
주의해서 「注意して」 と置き換え可能。
例：선생님이 하시는 말씀을 잘 듣고 그것을 




く」 도착하다 「到着する」 のほかに、 지내다 「過ご
す」 との共起関係を複数回確認した。무사히 「無
事に」 と置き換え可能。
例 ：덕택에 잘 지냅니다. 
　　おかげでよく （元気に） 過ごしました。
⑦自動詞文と他動詞文の両構文がみられ、 먹다 「食
べる」 생각하다 「考える」 자다 「寝る」놀다 「遊ぶ」
と共起しており、 충분하다 「十分に」と置き換え
可能。
例：아주 재미있게 잘 놀았습니다. 
　　とても楽しくよく遊びました。
⑧自動詞構文で 자다 「寝る」 놀다 「遊ぶ」 と共起し、 
만족스럽게 「満足に」と置き換え可能。
例：지난 밤에는 잘 자지 못했다. 
　　昨晩はよく眠れなかった。
⑨自動詞構文で、 웃다 「笑う」 울다 「泣く」 가다 「行
く」 다니다 「通う」 と共起しており、 자주 「頻繁
に」 と置き換え可能。





「利用する」 맞다 「合う」 익다 「熟す」 어울리다 
「似合う」と共起し、 적절하게 「適切に」 と置き換
え可能。




가르치다 「教える」 と共起関係がみられた。 また、 
< 잘 > を省くと他の意味になってしまう、いわゆ
る慣用句的な用い方をした、 마음을 잘 쓰다 「心
を正しく持つ」 の用例が複数回みられた。意味解
釈は 바르게 「正しく」 と置き換え可能。




的な用い方をした 사진이 잘 나오다 「写真写りが
良い」 や 「着飾る」 との共起関係がみられ 멋지게 
예쁘게 「素敵に、美しく」 と置き換え可能。






⑬自動詞構文で、 자다 「寝る」 속다 「騙される」 
깨지다 「壊れる、 砕ける」 との共起がみられ、 
쉽게 「容易く」 と置き換え可能。
例：어릴 때 나는 글씨를 쓰면 잘 찢어지거나 





⑭약이 잘 듣다 「薬が良く効く」 칼이 잘 들다 「刃
物が良く切れる」 のように、 기능 면에서 아주 
만족스럽게 . 「機能面でとても満足に」 の意味で用
いられる。
例：칼이 아주 잘 든다 . 
　　ナイフがよく切れる
⑮잘 해 주다 「良くしてくれる」 잘 대해 주다 「良く
もてなしてくれる」 잘 봐 주다 「大目にみる」の
ように、 친절하게 성의껏 「親切に、誠意を尽くし
て」の意味で用いられる。
例：다른 사람에게 잘 해 주는 만큼 그 사람도 





例：아무리 서둘러도 이틀은 잘 걸릴 줄 아네. 
　　いくら急いでも 2日はたっぷりかかるだろう
ね。
⑰먹다 「食べる」と共起して、 즐겨서 「好んで」 の
意味で用いられる。
例：그는 밥보다 국수를 더 잘 먹는다. 
　　彼はご飯より麺をより好んで食べる。
⑱살다 「暮らす」 と共起して、 행복하게 「幸せに」 の
意味で用いられる。
例：나만 잘 살면 된다는 생각은 버려라. 
　　自分だけ幸せに暮らせばよいという考えは捨
てろ。
⑲앞으로 잘 부탁드립니다. 「今後ともよろしくお願
いいたします。」 などで用いられる。
例：부모님께 안부 잘 전해 주세요. 
　　ご両親によろしくお伝えください。

































⑴　이것은 천체의 본질을 < 잘 > 알지 못하던 
때의 인간이 천체를 신비스럽게만 생각해서 






　用例 （1） < 잘 > の位置に⑪正しく 바르게、 ③明確に 
명확하게、 ⑦十分に 충분히 を用いても、文に違和感




　本稿では 1つの用例に複数の < 잘 > の意味機能を
認め先行研究とは異なる立場で分析していく10。
　4.2　出現頻度の多い共起語からみた意味機能
　< 잘 > と結合が多くみられた共起語は、 알다 （知る、
分かる）、 모르다 （知らない、分からない）、 알려지다 
（知られる）、 어울리다 （似合う）、 드러나다 （現れる）、 
나타나다 （現れる）、 보다 （見る）、 쓰다 （書く）、 먹다 
（食べる） であった。 以下、 共起語ごとに < 잘 > の意
味機能を考察する。
　　4.2.1 알다（知る、分かる）と共起した
            < 잘 >
　用例出現頻度：102例






⑵　아버지는 가족들이 왜 저를 이 곳으로 
불렀는지 < 잘 > 알고 계시잖아요 ? 
[D97_B075]
　お父さんは家族が何故わたしをここに呼び
出したのか <よく > 分かっていらっしゃる
じゃないですか。
⑶　이러한 문화제국주의는 본질적으로 식민지에 
대하여 그 식민지의 국민들이 식민 모국의 
풍속과 종교를 < 잘 > 알게 하고 그 문명을 
자신들의 문명보다 우위에 있다고 인식하게 
하는 것이다.                                     [BB94F011]
　このような文化帝国主義は、本質的に植民
地についてその植民地の国民に植民母国の風
習と宗教を <よく > 理解させて、その文明
が自分たちの文明より優位にあると意識させ
るようにすることだ。
⑷　미 국 의 아 카 데 미 영 화 상 의 종 류 를 
생각해 보더라도 이는 명백해지는데 
영화의 전문가들은 이런 점을 < 잘 > 
알고 있기 때문에 각본상 이외에도 
감독상, 음악상, 편집상, 따위를 따로 두고 






　（2） は ③ 明確に 명확하게 と置き換えても文に違
和感がない。 （3） は ③ 明確にだけでなく ⑪ 正しく 
바르게 に置き換え可能 （自然な文ではなくなるが意
味的には可能） であり、 植民母国の風習と宗教を 「明
確に」 「正しく」 知っていることを表しているといえ
る。 （4） は③明確だけでなく、 ⑦十分に 충분히 にし






　　4.2.2 모르다 （知らない、分からない） と
             共起した < 잘 > 
　用例出現頻度：35例




⑸　다른 사람들이 왜 그렇게 하는지는 < 잘 > 
모르겠네요. 　                         [BB94F014]
　　ほかの人たちがなぜそうするのかは <よく >
わかりませんね。
⑹　제가 몇 가지 메모를 해왔는데, 이 시대에 이런 
이야기가 가장 정확한 것인지는 < 잘 > 모르 







　　4.2.3 알려지다 （知られる） と共起した
             < 잘 > 
　用例出現頻度：27例




⑺　아시아 대륙에는 우리 나라를 비롯해서 중국, 
일본, 타이, 인도 등등 수없이 많은 나라가 
있는데, 서양에는 일본이 가장 < 잘 > 알려진 






　　4.2.4 어울리다（似合う）と共起した < 잘 >
　用例出現頻度：19例　
　< 잘 > 意味機能：⑩適切に 19例
　全ての用例が（8）のように⑩適切に 적절하게 に
置き換え可能である。




　　4.2.5 드러나다（現れる）と共起した < 잘 >
　用例出現頻度：18例
　< 잘 > 意味機能：⑨頻繁に 3例、⑩適切に 6例、③
明確に 12例
⑼　매니저의 역할이 중요하다는 사실은 수입 
배분에도 < 잘 > 드러난다.           [BHXX0050]
　　マネージャーの役割が重要であるという事実
は収入の配分にも <よく >現れている。
⑽　이러한 사실은 조그마한 군단위 점령지구에 








　4.2.6 나타나다（現れる）と共起した < 잘 >
　用例出現頻度：18例




⑾　심상의 보다 시적인 전개는 비유에 < 잘 > 
나타난다.                                          [AH000051]
　　心象の、より詩的な展開は、比喩に <よく >
現れている。
⑿　社會科學과 人文科學의 구분되는 특성을 그가 
보았지, 兩分法을 본 것이 아니라는 것이 다음 






は ⑩適切に 적절하게 だけでなく ③明確に 명확하게 
と置き換え可能である。
　　4.2.7 보다 （見る） と共起した < 잘 > 
　用例出現頻度：14例
　< 잘 > 意味機能：⑤注意して 2例、⑮親切に 2例、
④正確に 6例、⑦十分に 8例
⒀　별 매력이 없는 것이나, < 잘 > 보아주면 다행
이다.                                                   [BB94F011]
　　特段の魅力もないが、<よく >（大目に）見
てもらえたらありがたい。
⒁　사물을 < 잘 > 보는 자는 마음이 융화 （融和） 
하고 정신이 흡족한 경지에 이르는 사람이다.
                                                         [CB000133]
　　事物を <よく >（じっくりと /正確に）見る
者は、心が融和し精神が満ち足りた境地に達
した人だ。
　（13） （14） の잘を <よく > に訳すと座りの悪い日本
語になる。 （13） は 「大目に見る」 という慣用的表現に
ついたもので、 < 잘 > の意味分析の基準から⑮親切 に 
친절하게 に分類した。（14） は⑤注意して 주의해서 や
④正確に 정확하게 と置き換え可能である。日本語訳
としては⑤ 주의해서 なら「じっくりと」④ 정확하게 
なら 「正確に」がよいだろう。<よく >の隣に記すこ
とにする。
　　4.2.8 쓰다 （書く） と共起した < 잘 > 
　用例出現頻度：13例　
　< 잘 > 意味機能：②たくみに 13例
⒂　즉 문학은 그냥 쓴 글이 아니라 의도적으로 




　（15） は②たくみに 능란하게 と置き換え可能で、う
まく文を書くことを表している。 쓰다 （書く） 13例
全ての用例が②たくみにの意味機能で <よく > では
不自然な日本語訳になるため （うまく） を <よく > の
隣に記すことにする。
　　4.2.9 먹다 （食べる） と共起した < 잘 >
　用例出現頻度：11回　
　< 잘 > 意味機能：⑦十分に 11例
　全ての用例が⑦十分にという意味機能が含まれてい
る。
⒃　폐결핵은 < 잘 > 먹고 잘 쉬어야 낫는 병이다.    














알려지다 （知られる）と共起した < 잘 > は、⑪正しく
③明確に⑦十分にという共通した意味機能であるのに
対し、 어울리다 （似合う） は⑩適切に、 쓰다 （書く） は
②たくみに、 보다 （見る） は⑤注意して④正確に⑦十
分に⑮親切に、 というように比較的多様な意味が見ら
れた。















あった。最も多く結合していた共起語は、 알다 （知る、 
分かる）で、その結合頻度数は 4.2で述べたように、
102回と圧倒的に他の共起語とは異なっていた。さら
に頻度の多い共起語は 모르다 （知らない、 分からな
い） 35回、 알려지다 （知られる） 27回、 어울리다 （似
合う） 19回であった。これらの動詞は思考的な能動的
活動を表す動詞や知覚感覚のような受動的な状態を表
す動詞であり、アスペクト形式である - 고있다 が具
体的な動作を表し得ず、局面を特定できない動詞11で
ある。本稿では、これらを状態動詞12と呼ぶことにし、 
- 고 있다 を用いて動的な局面を表す動詞を行為動詞13
と呼ぶこととする。 行為性動詞の中で頻度の高い共
起語は、 드러나다 （現れる） 18回、 나타나다 （現れる） 
18回、보다 （見る）14回、 쓰다 （書く） 13回、 먹다 （食
べる） 11回であった。その結果、 < 잘 > の共起語は、






갈리다, 갖추어지다, 걸리다, 견디다, 계산되다, 
계획되다, 구별되다, 구현되다, 그려지다, 기억나다, 
납득이 가다, 늘어나다, 닦이다, 돌아가다, （길이） 
들다, （깔날） 들다, 들리다, 들어가다, 들어맞다, 
디자인되다 , 떠오르다 , 맞다 , 맞아떨어지다 , 
묘사되다, 반영되다, 배합되다, 보이다, 사진이 
니오다, 상상이 가다, 생기다, 소개되다, 소화가 
되다, 알려지다, 어우러지다, 어울리다, 연결되다, 
예증되다 , 연소되다 , 오염이 되다 , 울리다 , 
이루어지다, 이해가 되다, 잡히다, 접착되다, 
정도되다, 조화되다, 증명하다, 짜이다, 찢어지다, 
통하다, 파악되다, 표현되다, 풀리다, 피다, 해독이 
되다, 훈련되다,
［他動詞］
가꾸다, 간직하다, 검토하다, 견뎌내다, 구현하다, 
극복하다, 기억하다, 기하다, 꾸리다, 끝내다, 나타내다, 
넘기다, 느끼다, 대하다, 드러내다, 모르다, 모시다, 
묘사하다, 믿다, 반영하다, 받아들이다, 보이다, 
보전하다, 분석하다, 빚어내다, 사유하다, 살리다, 
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생각하다, 소화하다, 수줍음을 타다, 수행하다, 守
護하다, 시사한다, （벽（壁）을） 쌓다, 알다, 알리다, 
알아듣다, 연결하다, 외우다, 응용하다, 의식하다, 
이겨내다, 이루다, 이해하다, 인식하다, 절제하다, 
조절하다, 준비하다, 지적하다, 지켜내다, 지켜보다, 
지키다, 집행하다, 차리다, 참다, 통어（統御）하다, 




가다, 깎이다, 깨어지다, 구비되다, 나가다, 나서다, 
나오다, 나타나다, 놀다, 다녀오다,
다듬어지다, 닦여지다, 대변하다, 드러나다, 들다, 
떠들다, 만들어지다, 발달되다,
복종하다, 붙다, 살다, 說明되다, 속다, 쉬다, 시행되다, 
싸우다, 오다, 요약되다, 운영되다, 운용되다, 움직이다, 
웃다, 익다, 자라다, 적응되다, 정돈되다, 정리되다, 
정비되다, 정제되다, 조화하다, 지내다, 타다 （燃え
る）, 타다 （汚れる）, 팔리다, 풀어지다,
［他動詞］
가르치다, 갈다, 감추다, 갖추다, 개키다, 경영하다, 
공부하다, 관리하다, 教育 하다, 구별하다, 구분하다, 
구사하다, 그리다, 꽂다, 꾸미다, 꿈 꾸다, 記錄 하다, 
記載 하다, 나오다, 낳다, （말을） 다루다, 다스리다, 
닦다, 대변하다, （붓을） 돌다, 돌보다, 둘러보다, 
드시다, 듣다 따지다, 막아내다, 만들다, 말하다, 
맛보다, 맞추다, 먹다, 모방하다, 받다, 받아들이다, 
배우다, 보관하다, 보다, 부르다, 사용하다, 살려내다, 
섞다, 선택하다, 설명하다, 숨 쉬다,시험 치다, 신다, 
쏘다, 쓰다 （書く）, 쓰다 （使う）, （묘를） 쓰다 （き
める）, 養育하다, 엿보다, 오르다, 이끌다, 이야기하다, 
이용하다, 이해시키다, 읽다, 입다, 저장하다, 전하다, 
주다, （제사를） 지내다, 채우다, 처리하다, 체득 （
體得） 하다, 체험하다, 충족시키다, 치다, 치르다, 
커버하다, 키우다, 터득하다, 터뜨리다, 통찰하다, 
해내다, 흡수하다
　　4.3.2 < 잘 > の意味機能
　本稿の資料に基づき分析した < 잘 > の意味機能の
出現頻度の割合を以下の二つの図に示す。図 1は状態
動詞と共起した < 잘 > の意味機能の出現頻度であり、
図 2は行為動詞と共起した < 잘 > の意味機能の出現
頻度である。①～⑲の意味機能候補の出現頻度の割合
から、共起語の範疇別に共起語と意味機能の相関性を






　図 1と 2を比べてみると、状態動詞と共起した 
< 잘 > は行為動詞と共起した場合に比べ、意味が固定
化されることがわかる。
























⒄　그래 너희 둘이 < 잘 > 살아라.　 [BEXX0002]
　　うん、君たちふたりが <よく >暮らしてくれ。
⒅　아무쪼록 건강하게 < 잘 > 지내세요.
  [BEXX0008]
　　何卒ご健康に <よく >お過ごしください。




















　このような（17）～（20）は、 < 잘 > の意味機能を







⑦十分に 28.3％、③明確に 21.5％、⑪正しく 10.3、
⑩適切に 9.2％、②たくみに 8.5％、⑥無事に 5.6％、
⑬容易く 5.1％、⑧満足に 5.1％、⑨頻繁に 1.6％、










































㉑ TV 화면에서 방영되는 연극 공연과 음악 
연주를 보고 우리는 극장과 연주회 에서느꼈던 
아우라를 전혀 가질 수 없었던 경험들을 <잘> 















㉒　큰 소리로 외치는 허황된 소리보다 성실하고 
조용한 사람들의 목소리를 더 < 잘 > 듣는 
사회가 되어야 한다.                        [BA90A010]
　　強く言う荒唐無稽な声より誠実で静かな人た
ちの声をもっと <よく >聞く社会にならな






　（22）の < 잘 > は現在の社会と比較して、より人の
話を聞くという「十分に」であり、そこには「程度」
の意味を読み取ることができる。同時に、どのように
聞くのかという観点から見れば、 < 잘 > は「適切に」「正
しく」聞くことを表しており「様態」の意味も確認す
ることができる。
㉓　귀가 안 들려서 자살을 결심했고 절망과 고뇌 
속에서 신음하던 베토벤에 비하여 < 잘 > 들을 
수 있고 추위와 더위를 피할 수 있는 환경에서 
우리는 온실 안의 화초처럼 너무 안이하게 























　< 잘 > は一般的に様態副詞といわれている副詞であ
るが、実際の用例から分析した分布をみると「程度」
が < 잘 > の中心的概念といえるのではないだろうか。
そして、この「様態と程度の揺れ」が多義を生じさせ
る要因であり、ここに < 잘 > の多義性に注目する意
義があると考える。
5. < 잘 > の統辞的な特徴 - 修飾範囲を中心に
　本章では、 < 잘 > の統辞的な特徴をより明示的に把
握するため、 日本語の対応語である <よく > と対照し





文節ごとに分けて処理を行った。例えば（24） < 잘 > 
の共起語は 풀어지며 であり、 < 잘 > からの距離は１
の位置にある。次頁の［表 4］は、<よく >と < 잘 > 
の位置を、共起語との距離から測ったものである。こ




㉔　분홍색 비누가 온수에서 < 잘 > 풀어지며 
부드러운 비누거품을 만들어냈다.  
[AA000658]
　　ピンクの石鹸が温水で <よく > 溶けて柔ら
かい泡を作り出した。




が、                                                  [OC10_01012]
　　？ < 잘 > 인기있는 옷감은 금새 팔려버리기 





ったような看板を見かける。    [LBp4_00016]
　　？최근에는 거리에서 < 잘 > ‘○○클리닉’ 
이라든지 ‘××정신 클리닉’ 이라는 간판을 
접한다.
　上記 <よく >の用例に対応した朝鮮語を、 < 잘 > に
置き換えることは不自然であり、 흔히 や 자주 と置き
換えるのが良いであろう。<よく >の用例の中で、共
起語との距離が 7文節から 11文節の位置にある用例
は「頻繁に」の意味で < 자주 jaju> との置き換えが自
然であった。
㉖ ’  最近は、町で <よく >「○○神経科クリニッ
ク」とか、「××メンタルクリニック」といっ
たような看板を見かける。        [LBp4_00016]
　　최근에는 거리에서 < 자주 > ‘○○클리닉’ 
이라든지 ‘××정신 클리닉’ 이라는 간판을 
접한다.
　さらに副詞の位置を変えて考察してみると <よく > 





최근에는 거리에서 ‘○○클리닉’ 이라든지 
‘××정신 클리닉’ 이라는 간판을 < 자주 > 
접한다.
　これは何故か。副詞の修飾範囲に注目し、以下で <

















㉙　말 < 잘 > 하기는 쉽다.               [AH000051]
㉙’  < 잘 > 말하기는 쉽다. 
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(24) 분홍색 비누가 온수에서 <잘> 풀어지며 부드러운 비누거품을 만들어냈다.  [AA000658]
ピンクの石鹸が温水で<よく>溶けて柔らかい泡を作り出した。
[表 3] 分かち書きを基準とした用例(25)<잘>の距離 
[表 4] <잘>と<よく>の共起語との距離 
日本語<よく>が共起語と 11文節離れている用例と、その朝鮮語訳は以下の通りである 15。 
(25) <よく>、人気の生地はすぐに売り切れてしまうので、早めに買った方がいいと聞きますが、
[OC10_01012] 
？<잘> 인기있는 옷감은 금새 팔려버리기 때문에 빨리 사는 편이 좋다고 합니다. 
(26) 最近は、町で<よく>「○○神経科クリニック」とか、「××メンタルクリニック」といった
ような看板を見かける。     [LBp4_00016] 





ような看板を見かける。                       [LBp4_00016] 









-3 -2 -1 中心語 1 2 3 4
분홍색 비누가 온수에서 잘 풀어지며 부드러운 비누거품을 만들어냈다
ピンクの 石鹸が 温水で よく 溶けて 柔らかい 石鹸の泡を 作り出した
-1 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 計
頻度 749 94 66 26 27 10 10 6 7 4 1 1,000
％ 74.9% 9.4% 6.6% 2.6% 2.7% 1.0% 1.0% 0.6% 0.7% 0.4% 0.1% 100.00%
頻度 999 1 1,000













　一方、 < 잘 > は位置を入れ替えることによって、そ
の文の意味が変わることになる。（29）は「相手にと
って理解しやすい」あるいは「聞こえがいい言葉を言
う」という意味であるが、 < 잘 > の位置を変えた（29）’
は、「上手に話すことはたやすい」あるいは「弁が立
つ」という意味になる。
　このように < 잘 > は位置の変化によっても多義性
を見せる副詞であり、文階層の側面から考察しても、 








その結果、 < 잘 > の多義性について以下のように分析
した。
①　< 잘 > が修飾する共起語が、同じ語なら < 잘 > 
の意味機能も完全に同じになるというわけでは
なく、同じ共起語であっても、文の中で < 잘 > 
は多様な意味を持つが、ある一定の意味機能の
偏りを把握することができた。
②　< 잘 > の意味領域の分布を作成し、計量的に分
析した結果、共起語のカテゴリーを選ばず、頻
度が多い中心的な意味領域は「十分に」であっ







< 잘 > の多義を注目する意義があると考える。
③　< 잘 > の統辞的な特徴を捉えるため、 日本語の
対応語である <よく > と対照した。 副詞の位




く > や < 잘 > の類義語である < 자주 > につい
てもみると、 < 자주 > と <よく > は述語層の外
に出て、命題内の句や節を修飾することができ
るが、 < 잘 > はそれができず、共起関係を結ぶ
修飾範囲が、文階層のなかで最も狭い述語層で
あり、そのような統辞的な違いによって、多義





るものと考える。分析過程において < 잘 > の意味機
能を分析することが難しい用例も存在し、それらは 
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 1　300万語節の語彙分析コーパスの中で 3,196回出現し品詞を問わず出現順位 90位。詳しくは 『현대국어사
용빈도조사２』 국립국어원 (2005) を参照されたい。
 2　林炫情他（2011）は日本の大学で朝鮮語を学習する日本語母語話者を対象に作文データを収集した朝鮮
語教育システム KC-Corpusを構築し、その中で誤用の中で最も多い語が < 잘 > であると指摘した。特に、










通性を導きだし 4つにカテゴリー化をおこない、カテゴリーにまたがる runの中心的概念を fast pedestrian 
motion （歩行者の速い動き） と to manage （管理する） と導きだした。これをコーパス言語学アプローチと
認知言語学アプローチの橋渡しの役割として有効な手段であると主張している。詳しくは Gries （2006）
を参照されたい。
 5　4つの意味の根拠は以下の通りである。分類①様態の構文は、主語 [生物 ]-目的語 - 잘 - 他動詞 [行為動
詞 ]で、「上手に、うまく、立派に、ちゃんと、正しく、詳しく、詳細」等の意味解釈が可能で 꼭 に置き
換えられるもの。分類②程度の構文は、主語 [抽象物 ] - 잘 - 自動詞 [状態動詞 ]-[否定 ]で、「十分に、満
足に、注意して、気をつけて、立派だ、きれいだ」等の意味解釈ができ、 거의 に置き換えられるもの。分
類③頻度の構文 1は主語 [生物 ]-目的語 - 잘 - 他動詞 [状態動詞 ･知覚動詞 ]で、「しばしば、十分に、満
足に、上手に、うまく、立派に」等の意味解釈ができ、 분명히 に置き換えられるもの。分類④態度の構文
は、主語 [生物 ] - 잘 - 自動詞 [行為動詞 ]-(否定辞 )で、「心をこめて、親切丁寧に、好んで積極的に」の
意味解釈ができ、 확실히 に置き換えられるもの。
 6　박소영 (2004) では事象構造と副詞の関連性を Pustejovsky (1991)に従って定義づけている。Pustejovsky 




いう。ただし、그 사람은 요즘 집에 잘 있다 . のように < 잘 > を含む一部の副詞は動詞以外に存在詞とも
共起をみせることを指摘している。
 8　例えば、個体の恒久的属性を現わす個体層位述語 （키가 크다、 얼굴이 하얗다 等） とも文脈が与えられれ
ば結合することができる。また －기를 잘했다 の形態で文章が再現もするものが多く現れた。 －기 は評
価の対象になる事実範疇であり －를 잘했다 部分が話者の評価部分になる。
 9　『표준국어대사전 (標準国語大辞典 )』 は名前の通り韓国政府の政策として作成された辞書である。1999年
の紙媒体の辞書と、2019年 3月に改訂された標準国語大辞典ウェブ版の < 잘 > の記述においては、変更
された点がないことが確認された。 『연세현대한국어사전 (延世現代韓国語辞典 )』 はコーパスから収集し
た実際に使用されている用例を用いており、最も新しい辞書という点から参照するに値すると考えた。『韓











12　本稿で用いる状態動詞とは、浜之上（1991）でいう -고 있다 を用いて動的な局面を持たない状態性動作
動詞 ( 알다，늦다等 ) と、 - 고 있다 を持たない状態動詞 (本稿の共起語は 맞다，생기다 のみ ) をいう。
13　本稿で用いる行為動詞とは、浜之上 (1991)でいう -고 있다 を用いて主体が変化しつつある動的な局面を





16　ここでの文階層とは文を「述語、命題 (proposition)、 事象の志向的様相 (event-oriented modality)、聴者の志
向的様相 (hearer-oriented modality)」の 4つの層を持つとしたものである。
　　（丹羽　裕美）論文　　
朝鮮語の副詞<잘jal> の分布と意味機能
―多義性の観点から―
